
＜ 動物のすみか ～ ⑧ ガのなかま ＞

９/27，10/４にひたち野うしく小３年生と歩いたみずべ公園、今回はガのなかまを紹 介しましょう。
しょうかい

チョウとガははっきりとした区別がないのでチョウの記事の後につくるつもりでいましたが、うっかり

していました。この第 32号で紹 介します。また先日 18日に、学級閉鎖で延期になっていた２組さん
しょうかい がっきゅうへいさ え ん き

たちとようやく観察ができました。その報告については、後日続報の形でつくりたいと思います。
ほうこく ぞくほう

ガのなかまはチョウと同じく幼 虫は植物の葉を食べますが、成 虫については何を食べているか分か
ようちゅう は せいちゅう

ってないものも多いようです。上はどちらもノメイガのなかまで、花の蜜を吸って育ちます。
みつ す

シラカシの枝が風でゆれたときに、葉の裏に白いものが見えました。近づいて確認すると、まっ白で
えだ は かくにん

足のつけ根が赤いやや大きめのガでした。その名もシロヒトリ。まぶしいくらいの白さです。幼 虫
ようちゅう

はギシギシやタンポポなどの葉を食べますが、成 虫の食べものは不明のようです。そしてコナラの葉の
は せいちゅう は

裏には、ビロードハマキというあざやかなガがいました。幼 虫はいろいろな広葉樹の葉を食べます
ようちゅう こうようじゅ は

が、成 虫はやはり何を食べているのか分からないそうです。第 30号で北上するチョウの話をしまし
せいちゅう

たが、このガも以前は房総半島が分布の北限とされていました。現在は、福島県南部が北限だそうです。
ぼうそうはんとう ぶ ん ぷ ほくげん ほくげん

最後に、ミノムシ。これもガなの？と思うかもしれません

ね。中にはミノガ科の幼虫が入っていますが、古いものではか

らの場合もあります。おすはやがて羽化すると外へ出ていきま
う か

すが、めすは大部分の種類で成 虫になっても羽や足がなく、
せいちゅう はね

一生をみのの中ですごすそうです。写真はネグロミノガ。

木ではなく、イネ科植物の茎でみのを作ります。卵 で越冬す
くき たまご えっとう

るので、冬にはからっぽになるそうです。【理科支援員:宮内】
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マルバハギを 訪 れたシロモンノメイガ(左)と、ヒナタイノコヅチの蜜を吸っていたシロオビノメイガ(右)。
おとず みつ す

シラカシの葉の裏にじっとしていたまっ白なシロヒトリ(左)と、コナラの葉の裏にいたあざやかなビロードハマキ(右)。
は は

イネ科植 物の茎でみのをつくるネグロミノガ。
しょくぶつ くき


